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　ベラルーシの研究者らはチェルノブイリ原発事故の際、妊娠中で原発のそばに住ん
でいた母親から生まれた子ども 138 人と、ほとんど被ばくしなかった事故時妊娠中
だった母親から生まれた子ども 122 人を対象に、胎児被ばくがその後の精神発達に
及ぼした影響について 6～ 7歳の時点と 10～ 11歳の時点の 2回調査しました。
　2回の調査とも、言語障害、情緒障害を発生する頻度は、非被ばく児に比べて胎内
被ばく児では、統計学的に有意に多いという結果が得られています。
　知能指数の平均も、非被ばく児に比べ平均以上の子どもが少なく、正常と精神発達
遅滞との境界域の子どもが明らかに多いという結果でした。
　しかし、甲状腺への吸収線量と知能指数には相関がなく、汚染された地域からの避
難に伴う不利な社会心理学的、社会文化的要因（保護者の教育レベルや学校教育など）
といった、被ばく以外の要因が原因である可能性が示唆されており、妊娠中の放射線
被ばくが、胎児及び成長後の子どもの知能指数に直接影響している可能性は低いと考
えられています。
　なお、親に対してのストレス評価指標調査の結果、親の不安症の頻度と子どもの情
緒障害の間には明らかな相関が認められました。
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子どもへの影響－チェルノブイリ原発事故－

調査対象
①胎内被ばくした子ども138人と親（胎内被ばく群：被ばくした集団）
②ベラルーシの非汚染地域の子ども122人と親

（対照群：被ばくしていない集団）

○精神発達において、胎内被ばく群と対照群との間に有意な差がみられたが、被ばくした線
量と知能指数の間に相関がなかったことから、避難に伴う社会的要因が原因と考えられた

○親の極度の不安と⼦どもの情緒障害の間には相関が⾒られた

妊娠中の放射線被ばくは、胎児及び成⻑後の⼩児の知能指数に直接影響しない

⼦どもの
精神発達

6〜7歳時点 10〜11歳時点
①胎内被ばく群 ②対照群 ①胎内被ばく群 ②対照群

言語障害 18.1％ 8.2％ 10.1％ 3.3％
情緒障害 20.3％ 7.4％ 18.1％ 7.4％
IQ=70〜79 15.9％ 5.7％ 10.1％ 3.3％

出典：Kolominsky Y et al., J Child Psychol Psychiatry, 40（2）:299-305, 1999

チェルノブイリ原発事故の際、妊娠中だった⺟親から⽣まれた
子どもに関する調査

こころへの影響
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欧州での人工流産の増加－チェルノブイリ原発事故－ 

スウェーデン、ノルウェー、 ハンガリー：なかった 

出典：Proceedings of the Symposium on the effects on pregnancy outcome in Europe following the 
Chernobyl accident. Biomedicine & Pharmacotherapy 45/No 6, 1991 

こころへの影響 

チェルノブイリ原発事故発生：1986年4月26日 

遠隔地での人工流産の増加  

ギリシャ：1987年1月の出生率が激減 
     ⇒1986年5月に妊娠初期の胎児の23%が人工流産と推定 

イタリア：事故後5か月間は1日当たり約28～52件の不必要な 
     中絶があったと推定 
デンマーク：少しあった 

　放射線の健康影響への過度な不安は、精神とともに身体も傷つけることがあります。
例えば自殺やアルコール依存症は体に害を及ぼします。
　チェルノブイリ原発事故ではストレスから自然流産が増えたとする報告がありま
す。また、チェルノブイリ原発から遠い地域でも、人工流産が増加したという報告も
あります。ギリシャのチェルノブイリ原発事故の影響は 1ミリシーベルトを超えな
い程度でしたが、事故が起こった翌月には中絶した妊婦が多くなり、次の年の 1月
の出生児数が激減しました。出生率から計算すると、妊娠初期の 23％が中絶したと
推定されています。一方、ハンガリーのように、胎児の被ばく量が 100 ミリシーベ
ルトを越えない限り人工中絶は許されていない地域では、中絶は行われませんでした。
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